
言語力を育て、主体的な学びを支える
学校図書館

―４年国語科「伝統工芸のよさを伝えよう」の実践を通して―

尾張教育研究会 学校図書館教育部会

尾張旭市立渋川小学校

尾崎 千苗



言語力の必要性

生活

・情報化社会
・マスク生活

学習

全ての教科等にお
ける資質・能力の
育成や学習の基盤

言語力



２つの課題

必要な情報を選択できない

理解しないまま書き写し

図書を活用していない

図書資料を活用して課題を解決していけないか



言語力

本研究における言語力

情報を使い分ける 情報を理解する

情報を選ぶ わかりやすく伝える



目指す児童像

言語力を身に付けた児童

積極的に図書を
利用しようとする児童



仮説Ⅰと手だて

仮説Ⅰ
図書やインターネット情報それぞれの長所・短
所を知ることで情報を選択し、情報を分類・整理
することで分かりやすく伝えることができるだろ
う。

手だて① 言語力育成の場面

ア：長所・短所を話し合う

イ：付箋を活用

ウ：ワークシートを活用



仮説Ⅱと手だて

仮説Ⅱ
市立図書館と連携し、図書資料を身近に準備
することで、図書の積極的な利用が図られ、主
体的な学びに向かうだろう。

手だて② 主体性育成の場面

団体貸し出し



研究計画

対象児童：尾張旭市立渋川小学校
４年２組 ２８名

期間：令和３年１０月～１１月

単元名：中心となる語や文を見つけて要約し、
しらべたことを書こう
世界にほこる和紙／百科事典での調べ方／
伝統工芸のよさを伝えよう



実践Ⅰ－ア

25%

4%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問：何を使って調べたいですか。

本 インターネットと本 インターネット

インターネットは手軽だから

図書から得た情報の良さをうまく説明できない



実践Ⅰ－ア



実践Ⅰ－ア：長所・短所

・正しい情報が多い。
・調べたい情報がない、
見つけられないことがある。

・画像や動画があって分かりやすい。
・どれが正しい情報か判断しにくい。

図書

インターネット



実践Ⅰ－イ

付箋の活用

簡潔に 出典を
記載



実践Ⅰ－イ

どの本にも載っている情報は重要な
言葉だね。

こっちの本の方が詳しいことが書
いてあるよ。

複数の本やインターネットの情報を見比べるこ
とで、キーセンテンスを見つけることができた。

同じことが書いてある。



実践Ⅰ－イ

・付箋を段落ごとに貼ったり並べ替えたりする。
・１つの段落に付箋は２～４枚。

文章の組み立て

情報を取捨選択し、必要な情報のみを
残すことができた。



実践Ⅰ－ウ 情報をまとめる

ワークシートの活用



実践Ⅰ－ウ 情報をまとめる

ワークシートの活用

付箋があるから、すらすら書け
るよ。

みりょく１とみりょく２の順番を
かえてみようかな。



実践Ⅰ－ウ レイアウトの工夫



実践Ⅱ

本校の学校図書館

主体性育成の場面

十分な図書資料
が確保できない

市立図書館の団体貸し出し



尾張旭市立図書館
市立図書館との連携

定期的に連絡会を行う
連
携

学校図書館教育研究部会

９つの小学校３つの中学校



団体貸し出し

尾張旭市立図書館

・学校、学級単位
・１回につき、
１００冊まで
・期間は１か月

団体貸し出し



実践Ⅱ

本校の学校図書館
３０冊

合計
６０冊

市立図書館
３０冊

一人一人が
複数冊利用



実践Ⅱ
七宝焼きのことがこっちの本にも
載ってる。

この本の方がくわしく書いてある。

歴史について書いてないからタブ
レットで調べようかな。

同じことがかいてあるけど、写真が
違うね。

いつでも
手に取れる

興味をもつ
見比べる



成果 仮説Ⅰ ①－ア

50%

25%

21%

4%

29%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

何を使って調べたいですか。

本 インターネットと本 インターネット



成果 仮説Ⅰ ①－ア

50%

25%

21%

4%

29%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

何を使って調べたいですか。

本 インターネットと本 インターネット

使い分けるのがいいと思った

長所・短所を理解することで、適切に情報を選択することができた



成果 仮説Ⅰ ①－イ

情報を分類・整理

伝えたいことが
明確になった

理解が深まった

自分の力で完成

自信



成果 仮説Ⅰ ①－ウ

読む人に興味をもって
もらうためには・・・

分かりやすく伝えるための
文章構成作り



成果 仮説Ⅱ

児童の主体的な学びを支えるきっかけ

興味
関心

図書資料が
豊富な環境

多角的
に調べ
る力



実践後の児童の感想

難しいと思ってたけど、楽しいと思い
ながら書くことができた。

調べていくうちにだんだんわかって
きた。

伝統工芸、作ってみたいな、買って
みたいな。

他のことも調べて、リーフレットにまと
めてみたいな。

学びに向かう積極的な姿勢を引き出すことができた



今後の課題

児童自身が、適切な図書
適切な情報を選び出す力

情報を正しく理解する手だて

〈引用文献・参考文献〉
ポプラ社『ポプラディア情報館 伝統工芸』伝統的工芸品産業振興協会監修 ２００６年
小学校学習指導要領〈平成２９年告示〉解説 総則編
教育新聞 令和４年４月28日発行 第3931号「学校図書館特集」



ご清聴ありがとうございました


